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７
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仙
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応

対
応
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◇
実

施
日

；
２

０
１

８
年

０
４

月
２

９
日

～
５

月
０

１
日

(
火

)
 

 

◇
参

加
者

；
山

上
皓

一
郎

、
橋

本
 

梓
、

川
島

 
功

、
生

熊
敏

男
、

 

今
中

三
恵

子
(
4
/
2
9
～

5
/
1
)
。

瀧
本

昭
太

郎
(
4
/
2
9
～

3
0
)
。

 

沖
﨑

吉
信

。
生

熊
千

満
子

。
高

階
美

根
子

(
4
/
2
9
)
。

 

計
９

名
、

延
２

０
日

。
 

４４ ４４
月月 月月
２
９

２
９

２
９

２
９
日日 日日
(( ((
日日 日日
)) ))     

快
晴
。

 
 

(
来

宿
者

３
名

)
 

沖
﨑

車
(
橋

本
、
生

熊
夫

妻
同

乗
)
、
川

島
車

(
山

上
)
で

新
宮

７
時

に
発

ち
、

下
北

山
村

役
場

駐
車

場
で

初
参

加
・

初
顔

合
わ

せ
の

今
中

(
大

阪
市

)
さ

ん
と

８
時

半
集

合
を

打
合

せ
て

い
た

。
役

場
駐

車
場

に
８

時
過

ぎ
に

着
き

、
顔

が

判
ら

な
い

た
め

携
帯

電
話

で
「

今
何

処
？

」
と

聞
く

と
「

今
、

駐
車

場
に

ミ

ニ
ク

ー
パ

ー
車

で
着

い
た

」
と

の
事

、
車

か
ら

出
て

こ
ら

れ
て

皆
で

自
己

紹

介
す

る
。

 

役
場

・
地

域
創

生
推

進
室

の
和

田
君

が
、

た
ま

た
ま

居
ら

れ
「

大
日

如
来

座
像

は
、

小
仲

坊
・

五
鬼

助
さ

ん
の

意
向

で
は

、
修

理
せ

ず
に

コ
ン

ク
リ

ー

ト
で

台
座

の
岩

を
水

平
・

固
定

し
た

上
に

安
置

す
る

」
と

の
こ

と
で

5
/
1
3

に
下

見
を

実
施

す
る

。
又

、
今

後
の

資
材

荷
上

げ
等

の
協

力
と

以
前

補
給

路

改
修

時
に

提
供

頂
い

た
防

腐
剤

含
浸

丸
太

提
供

の
お

願
い

と
連

絡
を

し
た

。
 

前
日

に
参

加
す

る
と

連
絡

の
あ

っ
た

瀧
本

さ
ん

か
ら

電
話

で
「

池
原

到
着

」
 

と
の

連
絡

が
あ

り
、
今

中
さ

ん
と

合
流

し
た

の
で

先
行

す
る

旨
を

返
信

す
る

。
 

今
中

さ
ん

に
は

、
今

後
も

参
加

し
て

頂
く

事
を

考
慮

し
て

、
本

人
の

車
で

後
を

付
い

て
来

て
貰

う
。

 

役
場

を
出

て
浦

向
三

叉
路

で
高

階
車

と
合

流
後

、
森

林
組

合
倉

庫
横

に
駐

車
し

て
川

島
車

に
同

乗
し

て
登

山
口

へ
。

登
山

口
に

８
時

半
過

ぎ
に

着
く

と

程
な

く
瀧

本
車

も
到

着
。

共
同

装
備

の
３

日
間
食
料

・
缶
ビ

ー
ル

２
箱

・
ガ

ソ
リ

ン
５
Ｌ
缶

・
チ
ェ

ン
ソ

ー
１

台
・
ガ
ス
カ

ー
ト

リ
ッ
ジ

等
と

何
人

か
の

ザ
ッ

ク
を

満
載

し
て

、
生

熊
・

山
上

さ
ん

が
モ
ノ
レ

ー
ル

で
終
点

へ
。

 

 
 

 

モ
ノ

レ
ー

ル
に

荷
の

摘
み

込
む

 
 

 
 

 
 

行
者

堂
周

り
の

幟
旗

 

 

終
点

に
到

着
す

る
と
ザ
ッ
グ

を
担

い
で

先
行

し
た

橋
本

・
生

熊
千

・
高

階

さ
ん

と
山

上
さ

ん
は

先
行

し
て

行
仙

宿
へ

。
快

晴
で
陽

の
あ

た
る
尾

根
は

、

暑
く
汗

を
か

く
が

、
鉄
塔
傍

を
越
え

た
木
漏

れ
日

の
補

給
路

に
な

る
と

、
涼

し
く
感
じ

、
新
緑

の
風

が
清
々

し
い

。
 

荷
は
多

く
て

も
う

一
回

何
人

か
往
復

す
る

と
の

こ
と

か
ら

、
川

島
は
無

理

せ
ず

に
約

１
８
㎏

の
荷

を
担

い
で
歩

き
出

す
と

、
生

熊
千

・
高

階
さ

ん
が

第

二
ベ

ン
チ

に
荷

を
置

い
て
残

り
の

荷
を
持

ち
に

下
り

て
来

る
。

 

１
０

時
前

に
行
仙

宿
に

着
き

、
先

行
し

た
山

上
・

橋
本

さ
ん

に
行

者
堂
周

り
に
幟
旗

を
立

て
て

頂
く

。
又

、
小

さ
い
鯉

の
ぼ

り
も

。
 

管
理
棟

・
資

材
倉

庫
の
鍵

を
開
け

、
残

り
の

荷
を
持

ち
に

下
り
よ

う
と

し

て
い

る
と

一
回

で
荷

が
上

が
っ

た
と

の
事

、
最

後
尾

組
の

瀧
本

・
沖
崎

・
生

熊
氏

の
頑
張

り
に
よ

っ
て

一
回

で
荷

が
上

が
っ

た
。

 

小
休
止

後
、

荷
の
整

理
を

山
上

さ
ん

に
任

せ
、

８
人

で
行
仙

宿
水

場
に

水

を
汲
み

に
下

り
、

計
９

４
Ｌ

の
水

を
補

給
し

た
。

 

行
仙
岳

北
面
段
差

の
補

修
作
業

を
す

る
た

め
、
早
目

に
昼
食

。
 

日
帰

り
組

に
は

、
水

場
径

の
無

く
な

っ
て

い
る
桟
木
段
差

の
補

修
(
４
段

程
)
作
業

を
、
山

上
さ

ん
に

は
夕
食

の
ま

か
な

い
準
備

を
お

願
い

し
て

、
１

２

時
１

０
分
頃

に
桟
木

１
０

本
・
木
杭
６

本
・
大
ハ

ン
マ

ー
・
ト

ン
ガ
・
番
線

・

鋸
等

を
手
分
け

し
て
担

い
で

行
仙
岳

へ
。
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昼
食

の
懇

談
 

 途
中

、
赤
ヤ
シ
オ

・
白
ヤ
シ
オ
ツ
ツ
ジ

が
咲

い
て

い
て

、
今

年
は
暖

か
い

日
が
続

き
、

こ
の

時
期

で
の
開
花

は
め

っ
た

に
無

い
事

で
あ

る
。

 

行
仙
岳

山
頂

の
コ
シ
ア
ブ
ラ

も
少

し
葉

が
開

い
て

い
る

が
、
ロ

ー
プ

を
枝

又
に
掛
け

て
、
ロ

ー
プ

を
伝

っ
て
木

に
登

り
、

小
枝

２
本

を
切
除

し
て

、
天

麩
羅

の
具

材
を
採

る
。

  
 

 

赤
ヤ

シ
オ

ツ
ツ

ジ
咲

く
 

 
 

行
仙

岳
山

頂
に

て
 

 
 

北
面

段
差

の
補

修
 

 山
頂

か
ら

の
霜
柱

等
で
浮

き
上

が
っ

た
桟
木

と
横
桟
木

の
木
杭

を
大
ハ

ン

マ
ー

で
叩

き
固

め
る

。
毎

年
行

っ
て

い
る

が
木
杭

が
地

中
に
入

っ
て

行
く

。
 

捲
き
道
分
岐

か
ら

は
、
桟
木

階
段

の
連
続

す
る
箇
所

で
あ

り
、
木
杭

の
無

い
所
や
斜

め
の
木
杭

を
打

ち
直

し
て

、
確

り
し

た
桟
木
段

に
補

修
す

る
。
又

、

木
製

階
段

の
登

山
道

へ
雨

水
が

流
下

し
な

い
様

に
、
水
切

り
導

水
溝

を
掘

る
。

１
４

時
２

０
分

に
作
業

を
終
了

す
る

。
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

北
面

段
差

の
補

修
 

 
 

 
 

 
 

捲
き

道
分

岐
・

作
業

終
了

 

 山
上
ヶ
岳

・
大
峯

山
寺

の
戸
開
け
式

(
３

日
午

前
３

時
～

)
に

参
加

の
た

め
、

新
宮

市
か

ら
順
峰

行
さ

れ
て

い
る

三
井
寺

・
得
度

の
椎
木

(
広

島
市

)
、

今
野

(
岩
沼

市
)
行

者
の
会
友

が
、

本
日
持
経

宿
に
泊

る
予

定
で
通

過
す

る
は

ず
な

の
だ

が
・

・
・
捲

き
道

を
辿

り
補

修
す

る
作
業

を
し

て
い

る
と

「
川

島

さ
ん
！

」
の
声

、
見

上
げ

る
と

行
仙
岳
直

下
の

小
鞍
部

に
椎
木

行
者

、
直

ぐ

に
今
野

行
者

の
懐

か
し

い
姿

と
対
面

す
る

(
1
4
:
2
7
)
。

満
行

を
！

と
見
送

る
。
 

 
 

 

椎
木

・
今

野
行

者
(
会

友
)
 

 
捲

き
道

補
修

後
 

 
 

 
継

の
窟

頂
の

赤
ヤ

シ
オ
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１
５

時
頃

に
行
仙

宿
に
戻

る
と

日
帰

り
組

が
下

山
準
備

中
で

あ
る

。
 

葛
川
辻

で
幕
営

さ
れ

る
和
歌

山
県

・
紀

美
野
町

の
方

が
来

ら
れ

、
行
仙

宿

～
2
1
世
紀

の
森

の
点
検
巡
視

(
3
/
2
5
)
の
際

に
沖

﨑
氏

が
お
逢

い
し

た
方

で
、

葛
川
辻

の
水

場
径

に
は
倒
木

が
あ

る
情
報

を
頂

い
た

。
明

日
、
点
検
整
備

す

る
事

に
し

た
。

 

夕
食

は
、
マ
グ
ロ
カ
マ

(
畑

林
氏

)
の
塩
焼

き
、

山
菜

等
の
天
麩
羅

(
乾
氏
+

行
仙
岳
採
取

の
コ
シ
ア
ブ
ラ

、
南
瓜
+
茄

子
+
薩
摩
芋
+
イ
カ

等
(
山

上
氏

)
、
マ

グ
ロ
刺
身

(
生

熊
氏

)
、
マ
グ
ロ

せ
せ

り
身

、
ス
ナ
ッ
プ
豌
豆

と
玉
葱

(
川

島
)

サ
ラ
ダ

で
在

る
。
天
麩
羅
揚

げ
番

は
、

新
会
友

の
今

中
さ

ん
。

 

宿
泊

者
２

名
と
ビ

ー
ル

で
乾
杯

し
豪
勢

な
夕
食

に
な

る
。

又
、

山
口
県

の

十
二
支
会

・
伊
藤

さ
ん

か
ら

頂
戴

し
た

、
日
露
首
脳
会
議

の
デ
イ
ナ

ー
で
飲

ま
れ

た
㈱
澄

川
酒
造

場
の

一
番
纏

・
純
米

大
吟
醸

「
東
洋

美
人

」
は

、
め

っ

た
に
飲

め
な

い
酒

で
あ

り
、

皆
で
少

し
ず
つ
吟
味
試
飲

し
た

。
 

遅
れ

て
疲

れ
き

っ
た

宿
泊

者
が

到
着

。
釈
迦
ヶ
岳
迄

か
ら
旭

口
に

下
山

す

る
予

定
だ

っ
た

が
・

・
・
明

日
、

林
道

を
歩

い
て

１
６

８
号
線
十
津

川
村

に

出
て

駐
車

の
本

宮
に
戻

る
と

の
事

。
疲

れ
て

い
る

の
で

は
林
道
歩

き
は
無

理

だ
よ

・
・

・
瀧

本
氏

(
和
歌

山
)
の
厚

意
に
よ

り
、
明

日
午

後
下

山
時

に
車

で

送
っ

て
貰

う
事

に
な

り
大
喜
び

で
あ

る
。

 

山
上

・
橋

本
氏

は
管

理
棟

へ
、

２
０

時
に
消
灯

し
就
寝

。
 

 
 

 
 

 
天

麩
羅

揚
げ

番
 

 
 

 
 

 
 

 
豪

勢
な

夕
食

・
懇

談
 

 

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
    

新
宮
7
:
0
0
→
8
:
0
5
下

北
山

村
役

場
8
:
1
5
→
8
:
3
5
登

山
口
8
:
5
0
→

9
:
5
0
行
仙

宿

1
0
:
3
0
→

水
汲
み
→

1
1
:
1
0
行
仙

宿
→

1
1
:
2
0
昼
食

1
2
:
1
0
→

行
仙

宿
1
2
:
1
5
→

1
2
:
5
0
行
仙
岳
→

行
仙
岳

北
面
段
差

補
修

1
4
:
2
0
→
撒

き
道

補
修
→

1
5
:
0
0
行

仙
宿

。
夕
食

1
6
:
3
0
～

、
消
灯

・
就
寝

2
0
:
0
0
。

 

  
 
４４ ４４
月月 月月
３
０

３
０

３
０

３
０
日日 日日
(
月
・
祝
)
 
薄
曇

後
晴

 
(
来

宿
者

１
１

名
・
テ

ン
ト

５
張

)
 

 
起
床

5
:
0
0
、

来
宿

者
を
送

り
出

し
朝
食

。
サ

ト
ウ

の
御
飯

に
イ

ン
ス
タ

ン

ト
味
噌
汁

、
マ
グ
ロ

の
干
物

(
生

熊
氏

)
、
シ

ー
チ
キ

ン
と
玉
葱
サ
ラ
ダ
+
自

家
・
胡
瓜
漬
物

(
川

島
)
で

あ
る

。
サ

ト
ウ

の
御
飯

は
、

発
電
機

を
作
動

さ
せ

て
電

子
レ

ン
ジ

で
暖

め
る
つ

も
り
だ

っ
た

が
、
雨

水
を
食
器
消
毒
用

に
カ
マ

ド
で
沸

か
し

た
湯

で
、
炊

き
立

て
の
御
飯

に
戻

し
た

。
 

夕
食

・
朝
食

の
食
器
類

の
後
片

付
け

は
、

山
上

さ
ん

に
お

願
い

し
、

生
熊

さ
ん

は
モ
ノ
レ

ー
ル
終
点

上
の

補
給

路
の

補
修

を
さ

れ
る

事
に

な
る

。
 

瀧
本
・
橋

本
・
今

中
・
川
島

の
４

名
は

、
3
/
2
5
の
点
検
巡
視

の
際

に
、
旧

逓
信
道

(
鉄
塔
巡
視

路
・
笠
捨

山
捲

き
道

)
の
葛

川
辻
側
分
岐

の
崩
土

に
よ

る

横
桟
木

の
流
失

に
よ

る
道

の
補

修
と
笠
捨

山
西
面

の
奥
駈
道

の
倒
木
再
確
認

と
切
除
並
び

に
葛

川
辻

水
場
径

の
倒
木
切
除

に
、
昼
食

の
缶

パ
ン
持

参
で
作

業
に

行
く

事
に

し
た

。
瀧

本
さ

ん
に
送

っ
て

貰
う
方

は
、
空
身

で
倶
利
迦
羅

岳
辺

り
ま

で
行

っ
て

来
る

と
の

こ
と

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

朝
食

中
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
行

者
堂

・
作

業
出

発
前

 



 4 

 
大
ハ

ン
マ

ー
、
ト

ン
ガ
・
チ
ェ

ン
ソ

ー
(
刃
長

さ
3
5
0
m
m
)・

く
い

丸
４

本
を

手
に
持

っ
て

、
行
仙

宿
を

７
時

１
５
分

に
出

発
。
N
o
2
4
鉄
塔
手

前
の
桟
道

を

少
し
手
直

し
ベ

ン
チ

で
小
休
止

。
こ

の
間

、
補

給
ガ
ソ

リ
ン

の
臭

い
が

す
る

の
で
少

し
洩

れ
て

い
る
様
だ

。
白
ヤ
シ
オ

を
見

な
が

ら
先

へ
と

進
む

。
 

 
 

 
 

 
一

人
ず

つ
鉄

橋
を

渡
る

 
 

N
0
2
4
鉄

塔
前

の
道

補
修

 
 

白
ヤ

シ
オ

見
て

辿
る

 

 

奥
駈
道

の
分
岐
手

前
(
９

時
１

０
着

)
の
崩
土

に
よ

る
横
桟
木

流
失
箇
所

の

補
修

は
、

以
前
運
搬

し
た

丸
太

３
本

を
使

っ
て

、
横
桟
木

に
し

て
嵩

上
げ

を

し
て

、
く

い
丸

を
打

ち
込
み

横
桟
木

の
崩

れ
を

防
止

し
た

。
 

そ
こ

へ
山
側
斜
面

の
土

を
ト

ン
ガ

で
掻

い
て
入

れ
て

、
道
幅

を
少

し
広

げ

て
水

平
に
踏
み

固
め

９
時

４
０
頃

に
作
業

を
終
了

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
旧

逓
信

道
の

横
桟

木
流

失
箇

所
の

補
修

作
業

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

補
修

作
業

後
の

道
 

 
 

 
 

 
 

 
補

修
を

終
え

分
岐

で
小

休
止

 

 

荷
を
分
岐

に
デ
ポ

し
チ
ェ

ン
ソ

ー
と
鋸
持

参
で

水
場
径

へ
。
葛

川
辻

の
水

場
径

の
上
部

は
杉
植

林
帯

で
、

平
成

２
４

年
に
み

ち
く

さ
ハ
イ
キ

ン
グ

ク
ラ

ブ
の
応
援

を
得

て
完
成

さ
せ

て
か

ら
６

年
が
経

過
し

、
昨
秋

の
台
風

は
こ

の

辺
り

が
風

の
通

り
道

に
な

っ
た
様

で
、
杉
倒
木

が
か

な
り
斜
面

に
散

見
さ

れ
、

落
枝

が
水

場
径

上
に
散
乱

し
、
段
差

も
崩

れ
か
け

て
お

り
、
目
印

を
少

な
く

径
ら

し
い
所

を
辿

る
と
倒
木

が
支
障

に
な

る
。

何
と

か
く

ぐ
り
抜
け

ら
れ

る

状
態

で
あ

る
が

、
支
障

の
杉
倒
木

を
４

本
切
除

し
歩

き
易

く
し

た
。

こ
の
杉

倒
木
切
除

の
際

に
、
チ
ェ

ン
ソ

ー
刃

が
締

ま
り
抜
け

な
く

な
り

、
手
鋸

で
切

り
、
チ
ェ

ン
ソ

ー
刃

の
外

れ
を

防
い
だ

。
 

 
 

 

水
場

径
の

倒
木

切
除

 
 

笠
捨

山
西

面
の

倒
木

処
理

 
 

笠
捨

山
直

下
の

急
登
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そ
の

後
、
葛

川
辻

か
ら
笠
捨

山
へ

と
奥
駈
道

を
登

る
と

、
旧
逓

信
道

(
鉄
塔

巡
視

路
)
分
岐

か
ら
約

１
０

０
ｍ

登
る

と
ブ
ナ

の
倒
木

が
在

り
、
前

回
の
点
検

巡
視

で
一
部
切

ら
れ

て
い

る
が

、
チ
ェ

ン
ソ

ー
で

２
本

の
大

き
な
枝

を
切
除

し
、
迂

回
す

る
事

の
無

い
奥
駈
道

に
し

た
。
そ

の
上

の
大
木

は
迂

回
す

る
道

が
登

り
易

く
そ

の
ま

ま
に

し
た

。
 

笠
捨

山
直

前
に
チ
ェ

ン
ソ

ー
カ
バ

ー
が
無

く
な

っ
て

い
る

事
に
気

付
き
最

後
尾

の
瀧

本
さ

ん
が
拾

っ
て

下
さ

る
と
思

っ
て

い
た

が
・

・
・

１
１

時
過

ぎ

に
笠
捨

山
に

到
着

さ
れ

た
が

、
見
当

た
ら

な
か

っ
た

と
の

事
。

 

今
中

さ
ん

が
電
源
巡
視

路
分
岐

か
ら

補
充
ガ
ソ

リ
ン
缶

を
持

っ
て

山
頂

に

運
ん

で
下

さ
り

山
頂

に
置

い
て

い
る
間

に
、
ビ

ニ
ー
ル
袋

に
ガ
ソ

リ
ン

が
溜

ま
っ

て
い

る
、
キ
ャ
ッ
プ

が
少

し
緩

ん
で

い
た

が
、

後
で
穴

が
あ

る
の

を
確

認
し

、
こ

れ
が
洩

れ
の

原
因
だ

っ
た

。
 

缶
パ

ン
で
昼
食

。
山

頂
か

ら
の
眺

め
は

、
薄
曇

と
春
霞

で
少

し
か

す
ん

で

い
る

が
北

の
釈
迦
ヶ
岳

以
北

ま
で
望

め
た

。
山

頂
傍

の
シ
ャ

ク
ナ
ゲ

は
少

な

い
が

、
咲

き
は
じ

め
て

い
る

。
 

 
 

 
 

 
 

笠
捨

山
山

頂
に

て
 

 
 

山
頂

の
シ

ャ
ク

ナ
ゲ

 
 

 
瀧

本
氏

下
山

前
 

 

小
休
止

後
、

１
１

時
３

５
分

に
笠
捨

山
山

頂
を

発
ち

、
川

島
は
チ
ェ

ン
ソ

ー
カ
バ

ー
回
収

に
、
旧
逓

信
道

(
笠
捨

山
捲

き
道

)
経
由

で
行
仙

宿
に
戻

る
事

に
し

た
。

３
人

は
尾

根
の
奥
駈
道

を
辿

り
行
仙

宿
へ

下
山

。
 

チ
ェ

ン
ソ

ー
カ
バ

ー
が

見
つ
け

ら
れ

な
か

っ
た

、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
為

、

急
斜
面

を
見
え

な
い
所

ま
で
滑

り
落

ち
た
様

で
あ

る
。

 

１
３

時
３

５
分

に
行
仙

宿
に
戻

る
と

３
人

は
既

に
戻

ら
れ

て
い

た
。

し
ば

ら
く

し
て

瀧
本

さ
ん
達

は
、

１
４

時
半

前
に

下
山

さ
れ

た
。

 

 生
熊

生
熊

生
熊

生
熊
さ
ん
の

さ
ん
の

さ
ん
の

さ
ん
の
作
業
報
告

作
業
報
告

作
業
報
告

作
業
報
告
    

笠
捨

山
方
面
作
業
班

が
小
屋

を
出

た
後

、
山

上
さ

ん
に
悪

い
が

小
屋

を
お

願
い

し
て

、
生

熊
一

人
で

以
前

か
ら
気

に
な

っ
て

い
た
モ
ノ
レ

ー
ル
終
点
少

し
上

の
補

給
路

修
復

に
降

り
る

。
足

が
遅

い
の

で
遠

路
の

行
動

は
皆

さ
ん

に

迷
惑

を
か
け

る
為

、
気

ま
ま

に
さ

せ
て

も
ら

っ
た

。
 

所
々
手
直

し
を

し
な

が
ら
目
的

の
場
所

へ
。
体

力
が

あ
れ
ば

大
ハ

ン
マ

ー

で
長

い
杭

を
打

ち
込

ん
で

し
っ

か
り

し
た

補
修

を
し

た
い

が
、
体

力
に

合
わ

し
た
方
法

で
修
復

す
る

。
 

途
中

３
名

の
登

山
者

に
出
会

う
が

、
白
谷

ト
ン
ネ
ル

口
か

ら
林
道

を
歩

き
、

こ
の

補
給

路
へ

登
っ

て
来

ら
れ

、
前

日
役

場
に
問

合
せ

た
と

こ
ろ

新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

の
川

島
さ

ん
は

、
上

が
っ

て
い

る
か

ら
聞

い
て

く
れ

と
言

わ
れ

た

そ
う
だ

。
丁
度

今
頃
笠
捨

山
付
近

で
倒
木

処
理

し
て

い
る

旨
を
告

げ
た

。
タ

イ
ミ

ン
グ

が
合
え
ば
会
え

る
か

も
、

行
き
違

い
に

な
る

か
も

と
別

れ
た

。
 

 

そ
ろ
そ
ろ

１
２

時
前

で
道
具

を
片

付
け
作
業

を
終
え

て
、
私

も
小
屋

へ
引

き
返

し
た

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(
記

；
生

熊
)
 

 先
着

の
若

い
来

宿
者

に
、
苦
労

し
て

見
つ
け

た
水

場
へ

水
汲
み

に
行

っ
て

貰
う

。
 

山
上

さ
ん

の
お
陰

で
夕
食
準
備

が
整

い
、
予
約

者
６

名
(
神
戸

中
央

山
の

会
)
到

着
後

１
６

時
頃

か
ら

、
山
菜
・
串
揚

げ
等

の
天
麩
羅

、
マ
グ
ロ
・
ア
ジ

の
刺
身

、
ス
ナ
ッ
プ
+
玉
葱
サ
ラ
ダ

と
缶
ビ

ー
ル

１
本
無
償

の
「

お
も

て
な

し
」

で
総
勢

１
６

名
が

集
い

、
自

己
紹

介
し

て
賑
や

か
で
楽

し
い
夕
食

に
な

る
。

 

天
麩
羅
揚

げ
当
番

は
、
ベ
テ
ラ

ン
の
神
戸

の
女
性
陣

に
お

願
い

し
た

。
昨

夜
同
様

に
「
東
洋

美
人

」
の
銘
酒

も
試
飲

し
て

頂
い

た
。

 

こ
の

小
屋
設

置
と

「
お

も
て

な
し

」
は

、
此

処
を
歩

い
て

貰
い
藪

山
に
戻

ら
な

い
た

め
に

な
さ

れ
た

も
の

で
あ

り
、

千
日
刈
峰

行
や

小
屋
建
設

の
苦
労
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話
は
当

ぐ
る

ー
ぷ

の
Ｈ
Ｐ

を
見

て
頂

き
た

い
と
説
明

す
る

。
 

 
 

 

天
麩

羅
当

番
の

方
々

 
 

 
 

 
 

和
や

か
に

懇
談

の
夕

食
 

 
 

和
や

か
に

懇
談

の
夕

食
 

 
水

場
の

水
汲

み
体

験
へ
 

 
 

 夕
日

が
綺
麗

に
眺

め
ら

れ
る

と
山

上
さ

ん
の
案
内

で
N
o
2
2
鉄
塔

(
か

ら
池

の
少

し
先

)
に

行
か

れ
、
夕
食
懇
談

が
中

座
。
又

、
實
利

行
者

に
お

願
い

し
て

見
つ
け

た
「
命

の
水

」
の

い
き

さ
つ

を
話

し
た

の
で

、
注

連
縄

の
張

っ
て

あ

る
水

場
へ

、
２
Ｌ
ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

２
本

を
持

っ
て
神
戸

の
女
性
陣

２
名

が
水

汲
を
体
験

し
て

下
さ

っ
た

。
 

１
９

時
半
頃

か
ら
食

台
を
片

付
け

て
、
寝

る
場
所

と
毛
布

・
枕

を
出

し
て

寝
る
準
備

を
し

て
消
灯

２
０

時
を
告

げ
、

山
彦
Ｇ

は
管

理
棟

で
食

事
と
飲
み

直
す

、
川

島
以
外

は
管

理
棟

で
就
寝

。
 

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
    

朝
食
６

時
。

行
仙

宿
7
:
1
5
→
8
:
0
5
N
o
2
4
鉄
塔
8
:
1
0
→

9
:
1
0
補

修
作
業

9
:
4
0
→

9
:
5
0
葛

川
辻

水
場
径

の
倒
木
切
除

1
0
:
2
0
→

1
1
:
1
0
笠
捨

山
頂

(
昼
食

)
1
1
:
3
5
 

→
捲

き
道
分
岐

1
2
:
0
0
→

1
3
:
3
5
行
仙

宿
。
夕
食

1
6
:
0
0
、
消
灯
・
就
寝

2
0
:
0
0
。

 

 

５５ ５５
月月 月月
０
１

０
１

０
１

０
１
日日 日日
(( ((
火火 火火
)) )) 

 
快
晴

 

 
５

時
前

に
Ｌ
Ｅ
Ｄ

を
点
灯

し
コ

ー
ヒ

ー
を
飲

ん
で

頂
き

、
５

時
半

に
は

来
宿
舎

は
全
員

出
発

さ
れ

た
。

 

朝
食

は
昨

日
と

同
様

の
朝
食

で
、
朝
食

後
に
管

理
棟

の
毛
布

を
屋

根
上

に

干
し

、
不
要
品

を
降
ろ

す
準
備

を
す

る
。

 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

朝
食

状
況

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
補

修
さ

れ
た

道
を

辿
る

 

 昨
夜

、
缶
ビ

ー
ル

が
無

い
と

(
定
位

置
に
無

か
っ

た
)
と

沖
﨑
氏

に
電

話
し

た
ら

、
乾

・
奥

村
・
竹

中
氏

の
交
代

小
屋
番

が
１

０
時

３
０
分

に
食

材
と
缶

ビ
ー
ル

２
箱
＋

コ
ー
ラ

ー
飲
料

水
5
0
0
m
l
１
箱

荷
上

げ
す

る
の

で
手
伝

っ
て

欲
し

い
と
託

る
。

こ
の
間

に
モ
ノ
レ

ー
ル

か
ら

下
の

補
給

路
の
段
差

補
修
作

業
を

す
る
為

、
大
ハ

ン
マ

ー
・

ト
ン
ガ

、
桟
木

と
木
杭

を
持

っ
て

８
時

４
０

分
に

行
仙

宿
を

出
発

。
今

中
さ

ん
は

一
緒

に
早
目

に
下

山
さ

れ
る

。
 

昨
日

、
モ
ノ
レ

ー
ル
終
点
少

し
上

ま
で

補
給

路
を

修
復

さ
れ

た
生

熊
さ

ん

の
お
陰

で
本
当

に
歩

き
易

く
、

き
っ

ち
り
作
業

さ
れ

た
事

が
明
白

で
あ

る
。

 

本
日

生
熊

さ
ん

は
、
昨

日
作
業
仕
切

れ
な

か
っ

た
所

と
水
切

り
溝
堀

り
等
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の
作
業

を
し

て
下

さ
る

。
川

島
は

、
モ
ノ
レ

ー
ル
終
点
直

ぐ
下

の
ガ
ラ

場
前

の
段
差

を
く

い
丸

を
使

い
修
復

す
る

。
橋

本
さ

ん
は

、
桟
木

を
担

い
で
モ
ノ

レ
ー
ル

下
の

補
給

路
で

、
桟
木

が
無

い
箇
所

に
運

ん
で

下
さ

る
。

 

１
０

時
前

に
生

熊
さ

ん
モ
ノ
レ

ー
ル
運
転

に
登

山
口

へ
、

今
中

さ
ん

は
一

緒
に

下
山

し
て

、
交
代

す
る

小
屋
番

に
挨
拶

を
し

て
帰
宅

へ
。

 

 
 

 

昨
日

、
生

熊
氏

修
復

済
の

道
 

 
く

い
丸

で
段

差
修

復
 

 
交

代
者

の
荷

物
到

着
！

 

 作
業

を
終
え

た
橋

本
・
川

島
は

、
N
o
2
0
鉄
塔

へ
の

浦
向
道

の
木
陰

で
休
憩

、

奥
村

車
が

林
道

を
走

行
し

て
い

る
の

が
見
え

る
。

し
ば

ら
く

し
て
モ
ノ
レ

ー

ル
エ

ン
ジ

ン
音

が
聞

こ
え

、
モ
ノ
レ

ー
ル

到
着

を
待
つ

。
１

０
時

２
５
分

に

到
着

し
、

川
島

は
荷

上
げ
品

の
コ

ー
ラ

ー
等
飲
料

水
を
担

ぎ
行
仙

宿
へ

。
 

１
１

時
１

０
分
頃

に
行
仙

宿
に

着
き

、
引
継

ぎ
の
残

り
食

材
と

実
施
作
業

を
打

合
せ

し
て

小
屋
番

の
引
継

ぎ
を

す
る

。
１

１
時

２
０
分
頃

か
ら
昼
食

、

我
々

は
レ

ト
ル

ト
カ
レ

ー
に

す
る

。
 

１
２

時
１

０
分

過
ぎ

に
、
乾
・
竹

中
・
奥

村
氏

は
、
旧
逓

信
道

(
笠
捨

山
捲

き
道

)
の
N
o
2
4
鉄
塔
迄

の
出

来
る
範
囲

の
浮

い
た
桟
木
・
木
杭

を
大
ハ

ン
マ

ー

で
打

ち
込
む
作
業

に
行

か
れ

る
。

 

我
々

は
、
管

理
棟
屋

根
に
干

し
た
毛
布

を
収
納

し
て

、
乾

さ
ん
達

が
戻

る

前
の

１
３

時
５

０
分

に
下

山
し

川
島

車
で
帰

新
し

た
。

沖
﨑
宅

に
立
寄

り
補

充
品

等
を

連
絡

す
る

。
 

 
 

 

 
交

代
者

・
各

自
弁

当
と

レ
ト

ル
ト

カ
レ

ー
昼

食
、

 
 

小
屋

番
を

終
え

下
山
 

 行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
    

朝
食

７
時

。
管

理
棟
毛
布
干

し
→

行
仙

宿
8
:
4
0
→

9
:
0
0
補

給
路
作
業

9
:
4
0
→

1
0
:
2
5
モ
ノ
レ

ー
ル
終
点
→

1
1
:
1
0
行
仙

宿
→

1
1
:
1
5
昼
食

1
2
:
0
0
→

1
3
:
2
0
毛

布
収
納

1
3
;
4
0
→

行
仙

宿
1
3
:
5
0
→

1
4
:
2
5
登

山
口

1
4
:
3
0
→

1
6
:
0
0
新

宮
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(
記

；
川

島
)
 


